
 

 
知っていますか？『躾』という字は、漢字ではありませ

ん。日本で生まれた国字です。躾という概念はよその国か

ら輸入されたものではなく、私たちの国に昔からあったも

のなのです。 

この「躾」という漢字は、「身」を正しく「美」しく整

えると書き、ひいては、美しさを身につけるという意味に

通じます。そして、身につけた美しさは、「品」となり、「あの人には品がある。」と

いった風に使われます。 

確かに、その場にふさわしい身なりで、正しい礼儀作法が身に付いている人から

は、心の美しさや気高さを感じます。この美しさや気高さは、教えられてすぐに身

に付くものではありません。自分を律し美しく振る舞うことが大切であるという日

本独特の価値観が長きに渡り育まれてきた結果なのです。 

美しさを身につけようと自分を磨いているみなさんをお父さんやお母さんは見て

います。親として、木の上に立ってみなさんを見ています。少しでも高いところか

ら、みなさんの進む道の続く様が見えるよう、そしてみなさんの将来が幸多かれと

祈っているのです。 

美しさを身につけようとする日本に生まれたみなさんは、美しい振る舞いができ

ていますか？そしてみなさんが親となった時に、この美しさを次の世代へと伝えて

いってほしいと思います。 
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コロナに立ち向かうたくましい生徒たち 

 

 新型コロナウイルスの流行が長期化する中、子どもた

ちへの影響が心配されます。そんな中、昨年１２月に実

施した生徒アンケート結果と一昨年の結果とを比較して

みました。子どもたちは将来に希望を持てなくなっているのではないか、授業進度

が速すぎてわからないのではないか、などいろいろなことが心配されていました。 

しかし、生徒たちはたくましく成長しています。大きく落ち込む項目もなく、コ

ロナ禍以前よりもポイントを向上させていることがわかりました。 

 今後とも現状を悲観することなく、困難から逃げ出さず、立ち止まらず、 

なにくその根性でたくましく立ち向かっていきましょう。 
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※七尾中ホームページに各種おたよりや行事予定を公開しています。ご覧下さい。 

 


